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取組事例の名称 民間工場耐震対策 

概
要 

対象 自立式鋼管矢板護岸  

種別 
□救援    □機能回復   □新・増設   □復興 

■その他 （                             ） 

規模  

 

 

実施会社 東亜建設工業（株） 

実施場所       県         市 

発注者  

1.工事等取組の目的及び概要と採用した技術名称 

バルーングラウト工法 

（薬液注入時の薬液逸走防止性能の優れた薬液注入工法） 

 

2.当該技術を採用した理由、当該技術に期待した成果 

バルーングラウト工法は以下の特徴を有する。 

1）削孔軌道に沿った薬液逸走機能に優れている。 

2）薬液注入時の周辺地盤に作用する圧力が低い。  

3）削孔や薬液注入時の地盤変位がほとんどない。 

4）既存施設を傷めることなく構造物直下の地盤改良が可能。 

5）狭い場所での施工が可能。 

6）耐久性と環境面に優れた注入材料を使用。 

7）騒音・振動が少ない。 

 

 

 

≪写真、イラスト≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注入概要図            改良イメージ（水平誘導式曲り削孔使用時） 
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取組事例の名称 民間工場耐震対策  

3.工事等の実施に当たっての課題や留意した事項、苦労した事柄・教訓 

特になし 

 

 

 

 

 

4.実施後の成果に対する発注者や地元住民等の評価 

好評であった 

 

 

 

 

 

5.採用した技術に対する改善点、望まれる技術 

この工事では薬液注入工法が採用されたが、顧客満足度を高めるために、対象物、環境などに応じて複数

の対策技術を提案できるような準備が必要である。 

 

 

 

 

6.今回の取組を通じ、将来の災害対応の為に準備すべきと感じた事項 

東日本大震災では、震源から遠く離れた関東地区でも液状化による甚大な被害が生じた。特に、人口過密

地域では、道路、ガス、電気、水道などの多くのインフラの被災が市民生活、産業活動に大きなダメージ

を与え、事前の防災対策の重要性が改めて認識されることとなった。 

 現在、自治体を中心にハザードマップの見直しなどが進められているが、我々は、地域の実情に応じた低

コストで安心をもたらす耐震対策技術を提供していくことが使命であると改めて認識している。 

 

NETIS登録  

2013日建連土木工事技術委員会環境技術部会 

 


